
（別紙３）

～ 令和7年　1月　31日

（対象者数） 17 （回答者数） 13

～ 令和7年　1月　31日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者や児童の実態や要望も聞き入れながら計画を作成し、
様々なニーズに対し、対応できる活動内容を考えていく。

2

事業所内、事業所外の研修等や日々の振り返りを通して、職
員の質の向上を図り、児童の実態や要望も聞き入れながら、
支援の充実化を図る。

3

保護者や各関係機関と情報交換ができる機会を増やしていけ
るように目指していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

気軽に情報の共有や父母の会開催に向けて取り組んでいく。

2

ホームページを開設し、情報発信を行っていく。

3

○事業所名 放課後等デイサービス　エール皇徳寺

○保護者評価実施期間 令和7年　1月　15日

○保護者評価有効回答数

令和7年　1月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　2月　25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

父母の会など、開催していない。 各家庭の家庭環境に配慮し、開催を見送っている。

情報発信の仕方やインターネットの活用が上手くできていな
い。

電話やメール、専用アプリを使って情報発信しているが、ホー
ムページの開設が現在調整している。

5領域を踏まえた活動内容や支援方法を職員全体で話し合い、
行事や日々の活動に取り組んでいる。

個別支援計画にも、職員会議を通して、対象児童に合った計画
を立てており、5領域を踏まえた成⾧が促せる活動内容を提供
できるように工夫している。

様々な年代や免許を持った指導員が在籍しており、幅広い視野
で支援を行っている。

様々な視点から、児童の様子や今後の支援ができるように会議
を行っており、気づきや方向性について共有を図っている。

家庭や関係機関との連携を積極的に行い、総合的な支援ができ
るように配慮している。

児童の様子に応じて、保護者や各関係機関と連携を図って、会
議等を開催している。

事業所における自己評価総括表公表


